





























プト語研究の大家であるA・H・ガーディナー （A. H. 
Gardiner）は、この「バビロン」の原義を古代エジプ

































































































































































櫻井清彦 先生、三上次男 先生、吉村作治 先生、
後列右から吉田章一郎 先生、川床睦夫さん、ライス・ハムザ、
私、考古庁インスペクター
第１次調査で発見されたガラス瓶
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アル＝フスタートと早稲田大学の調査
４．三上次男先生との出会い
第１次調査の時に、アル＝フスタートの発掘現場に
は、多くの先生方が日本から訪ねてこられました。櫻
井清彦先生、吉村作治先生をはじめ三上次男先生、吉
田章一郎先生、佐々木達夫先生などです。中でも、三
上先生には、アル＝フスタート遺跡で中国陶磁器だけ
ではなく、数多くのお話を伺うことが出来ました。
今でも印象に残っていることは、私が先生に「どの
ようにしたら陶磁器を見極めることが出来ますか？」
というような質問をしたことがあるのですが、先生は
嫌な顔一つすることなく丁寧に話しかけて下さいまし
た。「とにかく、良品から見ていくことだよ。最初か
ら発掘で出てくるようなものばかり見ていてはダメだ
よ。まず国宝とか、重要文化財とか指定されている良
品から見ていくことで、どんなものが良いのかが何と
なくわかってくると思う。その後、たくさん見ている
うちに、これは良いけれど、これは少し…などと思う
ようになってきたときに自分自身の基準ができてくる
と思う」と教えられました。アル=フスタート遺跡出
土の中国陶磁器は、極めて量が多く、毎日のように分
類していくことで自然とそれらが焼成された窯や時代
を理解していったようです。そうした時期に三上先生
とお話しできたことは大変幸せなことでした。
この言葉は、陶磁器に限らず、あらゆる美術作品の
鑑賞の仕方にも共通するものであると思います。ま
ず、他人が良いと言っているもの、あるいは賞などを
もらった作品などをたくさん見ていくうちに自分自身
の中で、基準ができてくることで審美眼が育つのだと
教えられた気が致します。
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